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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 
中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年 
 
（３）調査事項及び手法 
① 児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※1と「主
として『活用』に関する問題」（B）※2を出題。 
※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力など 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 
 
② 学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備
の状況等に関する質問紙調査を実施。 
  
（４）調査の方式 
   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 29 年 4 月 18 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 
（各 20 分） 
国語Ｂ 
（40 分） 
算数Ｂ 
（40 分） 
児童質問紙 
（20～40 分程度）
 
【中学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ 
（45 分） 
国語Ｂ 
（45 分） 
数学Ａ 
（45 分） 
数学Ｂ 
（45 分） 
生徒質問紙 
（20～45 分程度） 
 
（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する
調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する
児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 
 調査対象児童数※1 4月18日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した児童数 
公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年） 
 調査対象生徒数※1 4月18日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人
合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する
調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する
児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 
 調査対象児童数※1 4月18日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した児童数 
公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年） 
 調査対象生徒数※1 4月18日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人
合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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③ 集計学校数 
（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 19,577校 
19,456校
（99.4％）
111校
19,567校
（99.9％）
国立 75校 
75校
（100.0％）
0校
75校
（100.0％）
私立 224校 
114校
（50.9％）
4校
118校
（52.7％）
合計 19,876校 
19,645校
（98.8％）
115校
19,760校
（99.4％）
 
 
（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校，特別支援学校中学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 9,628校 
9,539校
（99.1％）
73校
9,612校
（99.8％）
国立 80校 
77校
（96.3％）
3校
80校
（100.0％）
私立 759校 
366校
（48.2％）
2校
368校
（48.5％）
合計 10,467校 
9,982校
（95.4％）
78校
10,060校
（96.1％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の 2 教科のみであることや，必ずしも学
習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児
童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一
側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均
正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中
央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総
合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目し
て学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上
につなげることも重要である。 
 
＜用語説明＞  
語 句  説       明 
平均正答数 児童生徒の正答数の平均。 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ
とを意味する。 
相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1
から 1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほ
ど負の相関が強いことを表す。 
解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理
したもの。 
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ト○調査問題の趣旨・内容
国語Ａ 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題
（例）■ スピーチをより分かりやすくするためにイラストを提示する箇所として適切なものを選択する。
■ それまでがんばってきた様子が読み手により伝わるように書き直す。
■ 見出しの内容に対するまとめとして適切なものを選択する。
■ 「徒然草」の中の語句の訳を抜き出す（あやしう）。
国語Ｂ 基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題
（例）■ 比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考えたことを書く。
■ スピーチの内容を聞き手からの意見に基づいて直す。
■ アンケートをとる対象と質問内容，その質問についての回答を基にした内容を載せることで
興味をもってもらえると考えた理由を書く。
○課題等
伝えたい事実や事柄について，根拠として取り上げる内容が適切かどうかを吟味する点に，
依然として課題がある。〔Ｂ１三, Ｂ２三〕
見通しをもって必要な情報を集める際に，集める内容を構想することはできているが，その
情報が必要であると考える理由を明確にする点に課題がある。〔Ｂ３三〕
◇(AB) 目的に応じて資料を効果的に活用して話すことは，相当数の生徒ができている。
〔Ａ２一，Ｂ２一〕
◆(AB) 相手の反応を踏まえながら話すことや，相手に分かりやすい語句を選択して話すことに
課題がある。〔Ａ７一，Ｂ２三〕
◇(A) 文章を読み返し，語句の使い方を工夫して書くことは，相当数の生徒ができている。
〔Ａ３一〕
◆(B) 根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことに依然として課題がある。〔Ｂ１三〕
◆(B) 書く目的を意識し，必要な情報を集めるための見通しをもつことに課題がある。〔Ｂ３三〕
◇◆(AB) 登場人物の描写に注意して読んだり，登場人物の言動の意味を考えながら読んだりす
ることはできているが，話の展開を踏まえて一つ一つの叙述の意味を捉え，内容を理解
することに課題がある。〔Ａ６一，二，Ｂ１一，二〕
◇(A) 文脈に即して漢字を正しく読むことは，相当数の生徒ができている。〔Ａ９二１，２，３〕
◆(A) 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことについては，一部に課題がある。
〔Ａ９三イ〕
◆(A) 事象や行為などを表す多様な語句について理解することに課題がある。〔Ａ９五〕
◆(A) 行書の特徴を理解したり，楷書との違いを理解したりすることに課題がある。
〔Ａ９六１，２〕
◇･･･相当数の生徒ができている点 ◆･･･課題のある点 ( )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ
〔 〕内の記号は，問題番号
主な特徴
話すこと・聞くこと
書くこと
読むこと
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント
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○指導改善のポイント
○ 相手や場を意識して話す指導の工夫
・ 相手や場を意識して話す力を身に付けるために，第１学年では相手の反応を踏まえながら
話すこと，第２学年では異なる立場や考えを想定して話すこと，第３学年では場の状況や相
手の様子に応じて話すことなどについて指導するとともに，相手に分かりやすい語句を選択
して話すように指導する必要がある。その際，事前に想定した話し方や内容だけでなく，う
なずきや表情などという相手の反応から，話の受け止め方や理解の状況を捉えて話すように
指導することが大切である。また，相手に自分の意図が十分に伝わっていないと感じられた
時には，分かりやすい語句に言い換えたり補足したりするように指導することも重要である。
話した後には，話し方や内容が適切であったかどうかについて相手に尋ねたり，記録した動
画を見たりして話し手と聞き手の両方の立場から振り返ることも効果的である。
○ 根拠として取り上げる内容が適切かどうかを吟味して書く指導の工夫
・ 自分の考えや意見を根拠を明確にして書く力を身に付けるために，根拠として取り上げる
内容が，目的や意図に合っているかどうかや，自分の考えや意見を述べるためにふさわしい
ものであるかどうかについて常に吟味するように指導する必要がある。その際，書いた文章
を推敲したり交流したりする際の観点の一つとして取り上げることが大切である。
○ 書く目的を意識し，見通しをもって必要な情報を集める指導の工夫
・ 書く目的を意識し，見通しをもって必要な情報を集める力を身に付けるために，自ら課題
を決めて文章を書く言語活動を構想するとともに，情報の提示の仕方やその効果について考
えながら情報を集めるように指導する必要がある。その際，何のために文章を書くのかとい
う目的を踏まえるように指導することが重要である。
○ 話の展開を踏まえて一つ一つの叙述の意味を捉える指導の工夫
・ 目的に応じて一つ一つの叙述の意味を捉える力を身に付けるために，着目した語句や文が
含まれる部分を読んで考えるだけでなく，文章の中の時間的，空間的な場面の展開などに注
意して文章全体を読んだ上で考えるように指導する必要がある。その際，生徒の実態に応じ
て，話の展開に注意して読むとはどういうことなのかについて，文章の具体的な内容を取り
上げながら説明することも大切である。
○ 多様な語句について理解を深め，語感を磨き語彙を豊かにする指導の工夫
・ 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるために，それぞれの語句が話や文
章の中でどのように関連付けて使用されているか，自分が表現するときにどのように活用す
ればよいかについて辞書等を用いながら考える機会を意図的に設ける必要がある。
○ 行書の特徴を理解する指導の工夫
・ 行書の特徴を理解して書く力を身に付けるために，「点画の連続」や「点画の省略」，「筆順
の変化」などの行書の特徴を表す言葉に留意し，それぞれどのような書き方なのかを理解し
た上で文字を書くように指導する必要がある。
書くこと
話すこと・聞くこと
読むこと
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語Ａ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,023,860 人 24.9 問/32 問 77.8％ 26.0 問 5.7 29 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと  4 75.9 
書くこと  4 86.0 
読むこと  6 74.3 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 18 77.5 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度  0  
話す・聞く能力  4 75.9 
書く能力  4 86.0 
読む能力  6 74.3 
言語についての知識・理解・技能 18 77.5 
問題形式 
選択式 22 78.8 
短答式 10 75.5 
記述式  0  
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問題別集計結果 
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１ ２(1)イ(ｱ) ○ ○ 81.8 0.1
２一 ２ウ ○ ○ 88.1 0.1
２二 １イ ○ ○ 80.0 0.2
３一 ２エ ○ ○ 86.2 3.2
３二 ２オ ○ ○ 84.7 0.2
４一 １イ ○ ○ 81.4 0.2
４二 １エ ○ ○ 73.4 0.3
５一 ２イ ○ ○ 80.1 0.2
５二 １ア ○ ○ 92.9 0.2
６一 １ウ ○ ○ 75.4 0.4
６二 １ウ ○ ○ 60.8 0.5
７一 １ウ ○ ○ 54.8 4.9
７二 １ア ○ ○ 80.8 0.4
８一 ２ウ ○ ○ 82.2 0.6
８二 １オ ○ ○ 72.9 0.8
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等
 
無
解
答
率
(
％
)
評価の観点 問題形式
 「どれもこれも仁王を蔵しているのはなかっ
 た」の意味として適切なものを選択する
 先生から必要な情報をもらうために適した発
 言に直す
 〈立候補者から〉の欄の書き方を説明したも
 のとして適切なものを選択する
 〈推薦者から〉の欄に書き加える具体例に使
 う情報として適切なものを選択する
 登場する人物を整理したものに当てはまる人
 物の組合せとして適切なものを選択する
 画面に示された字幕についての説明として適
 切なものを選択する
 スピーチをより分かりやすくするためにイラ
 ストを提示する箇所として適切なものを選択
 する
 スピーチの構成を説明したものとして適切な
 ものを選択する
 それまでがんばってきた様子が読み手により
 伝わるように書き直す
 一文を書き加える際に参考にした助言として
 適切なものを選択する
 結論にたどり着いた理由として適切なものを
 選択する
 
正
答
率
(
％
)
 場面の展開や登場人物の描写に注
 意して読み，内容を理解する
 見出しの内容に対するまとめとして適切なも
 のを選択する
 文章について説明したものとして適切なもの
 を選択する
 詩について説明したものとして適切なものを
 選択する
 二人の交流の様子について説明したものとし
 て適切なものを選択する
 話し言葉と書き言葉との違いを理
 解する
 目的に応じて資料を効果的に活用
 して話す
 事実と考えとの関係に注意し，構
 成を工夫して話す
 書いた文章を読み返し，語句の使
 い方を工夫して書く
 書いた文章についての助言を基
 に，自分の表現を見直す
 文章の要旨を捉える
 文章の構成や展開，表現の特徴に
 ついて自分の考えをもつ
 文章の構成を工夫して分かりやす
 く書く
 目的や意図に応じて材料を集め，
 自分の考えをまとめる
 相手に分かりやすいように語句を
 選択して話す
 話すための材料を人との交流を通
 して集める
 文章の表現の仕方について自分の
 考えをもつ
 文章に表れているものの見方や考
 え方について，交流を通して自分
 の考えを広くする  
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問題別集計結果 
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
９一１ ２(1)ウ(ｲ) ○ ○ 63.4 15.4
９一２ ２(1)ウ(ｲ) ○ ○ 63.0 13.1
９一３ ２(1)ウ(ｲ) ○ ○ 85.8 8.0
９二１ ２(1)ウ(ｱ) ○ ○ 98.7 0.9
９二２ ２(1)ウ(ｱ) ○ ○ 94.6 0.8
９二３ ２(1)ウ(ｱ) ○ ○ 94.4 1.1
９三ア １(1)イ(ｳ) ○ ○ 77.3 0.7
９三イ １(1)イ(ｳ) ○ ○ 62.1 0.7
９三ウ ２(1)イ(ｱ) ○ ○ 85.9 0.6
９三エ １(1)イ(ｴ) ○ ○ 95.6 0.5
９三オ ２(1)イ(ｲ) ○ ○ 94.3 0.6
９四 ２(1)イ(ｴ) ○ ○ 91.8 0.7
９五 １(1)イ(ｳ) ○ ○ 36.5 12.7
９六１ １(2)イ ○ ○ 50.0 1.0
９六２ １(2)イ ○ ○ 63.9 1.1
９七１ ２(1)ア(ｲ) ○ ○ 77.7 3.8
９七２ １(1)ア(ｲ) ○ ○ 78.6 1.3
 行書で書かれた「和」の特徴の組合せとして
 適切なものを選択する  行書の特徴を理解する
 「徒然草」の中の語句の訳を抜き出す（あや
 しう）
 古文と現代語訳とを対応させて内
 容を捉える
 「徒然草」の作品の種類として適切なものを
 選択する
 古典には様々な種類の作品がある
 ことを知る
 言い直した意図として適切なものを選択する  助詞の働きについて理解する
 話合いの記録として適切な言葉を考える  事象や行為などを表す多様な語句 について理解する
 楷書と比較したときの行書の説明として適切
 なものを選択する  楷書と行書との違いを理解する
 適切な語句を選択する（えりを正して話を聞
 く）
 語句の意味を理解し，文脈の中で
 適切に使う
 適切な語句を選択する（よい結果を早く出し
 たいときは，急がば回れといわれるように，
 かえって慎重に議論を進めるべきだ）
 適切な敬語を選択する（先生もこの書店をよ
 くご利用になるのですね）
 適切な語句を選択する（私は映画が大好きで
 す。ただし，映画なら何でも見るわけではあ
 りません）
 適切な語句を選択する（チームの勝利を確信
 する）
 漢字を書く（組織のキボを大きくする）
 文脈に即して漢字を正しく書く 漢字を書く（雨で運動会がエンキになる）
 漢字を書く（店をイトナむ）
 漢字を読む（覚悟を決める）
 文脈に即して漢字を正しく読む 漢字を読む（鮮やかな色合い）
 漢字を読む（水が垂れる）
 
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
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【国語Ｂ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値
1,023,987 人 6.5 問/9 問 72.7％ 7.0 問 2.2 8 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと 3 72.8 
書くこと 4 61.4 
読むこと 4 72.6 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 1 42.3 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 3 56.6 
話す・聞く能力 3 72.8 
書く能力 4 61.4 
読む能力 4 72.6 
言語についての知識・理解・技能 1 42.3 
問題形式 
選択式 5 79.9 
短答式 1 84.5 
記述式 3 56.6 
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問題別集計結果 
学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１一 ２イ ○ ○ 84.5 0.1
１二 １ウ ○ ○ 84.5 5.1
１三 １ウ
１
エ
１(1)
イ(ｵ) ○ ○ ○ ○ ○ 42.3 13.9
２一 ２ウ ○ ○ 85.7 0.2
２二 ２エ ○ ○ 74.6 0.3
２三 １イ
２
ウ ○ ○ ○ ○ 58.2 5.6
３一 １イ ○ ○ 75.8 0.3
３二 １カ ○ ○ 79.1 0.5
３三 １ア ○ ○ ○ 69.3 7.2
 スピーチの内容を聞き手からの意見に基づい
 て直す
 下書きについての説明として適切なものを選
 択する
 太宰治と他の作家との関係を書き直したもの
 として適切なものを選択する
 アンケートをとる対象と質問内容，その質問
 についての回答を基にした内容を載せること
 で興味をもってもらえると考えた理由を書く
 登場人物の言動の意味を考え，内
 容を理解する
 場面の展開や登場人物などの描写
 に注意して読み，内容を理解する
 表現の仕方について捉え，自分の
 考えを書く
 目的に応じて資料を効果的に活用
 して話す
 話の論理的な構成や展開などに注
 意して聞く
 相手の反応を踏まえながら，事実
 や事柄が相手に分かりやすく伝わ
 るように工夫して話す
 集めた材料を整理して文章を構成
 する
 目的に応じて必要な情報を読み取
 る
 必要な情報を集めるための見通し
 をもつ
 本の紹介カードに書かれている登場人物の様
 子が具体的に表現されている箇所として適切
 なものを選択する
 地の文にある言葉を発した人物を文章の中か
 ら抜き出す
 比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考
 えたことを書く
 スピーチの中で実演を行った意図として適切
 なものを選択する
 聞き手が話し手に伝えようとしていることと
 して適切なものを選択する
 
無
解
答
率
(
％
)
 
正
答
率
(
％
)
出題の趣旨問題番号 問題の概要
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○ 中学校において，国語Ａと国語Ｂの正答数に高い相関（相関係数 0.773）が見られる。
○ 「国語Ａは平均以上」かつ「国語Ｂは平均未満」の生徒の割合は 10.6％，「国語Ａは
平均未満」かつ「国語Ｂは平均以上」の生徒の割合は 8.5％となっている。 
■国語Ａと国語Ｂの相関等 
 
 
 
 
 
国語Ａの正答数，国語Ｂの正答数，正答生徒数の相関をバブルチャートに表したもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 
国語Ａ・国語Ｂ
ともに平均以上
国語Ａは平均以上
国語Ｂは平均未満
国語Ａは平均未満
国語Ｂは平均以上
国語Ａ・国語Ｂ
ともに平均未満
生徒の正答数分布状況（上段：生徒数　下段：生徒数の割合(％)）
相関係数全国（国公私立）国語Ｂ平均正答数
全国（国公私立）
国語Ａ平均正答数
1,023,205 24.9 6.5
533,572
生徒数
0.773
52.1 10.6 8.5 28.7
86,737108,786 294,110
正答数（国語Ａ）×正答数（国語Ｂ）
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（４）地域の規模等の状況 
 
［国語Ａ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
［国語Ｂ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）都道府県・指定都市の状況 
 
［国語Ａ］                  ［国語Ｂ］ 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数）    正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 
      
○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，28 年度同様，地域の規模等（公立：
大都市，中核市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 
○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，28 年度同様，ほ
とんどの都道府県・指定都市が平均正答率の±5％の範囲内にあり，大きな差は見られない。
※大都市（政令指定都市及び東京 23 区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する生徒の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する生徒の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
24.8 / 32
24.9 / 32
24.9 / 32
24.7 / 32
24.5 / 32
24.4 / 32
・
中核市
大都市
5.6
5.8
26.0
26.0
標準偏差中央値
26.0
平均正答率
(％)
77.7
77.7
平均正答数生徒数
26.0
150,099
238,915
5.6
その他の市 494,415
全国（公立）
77.1
へき地 15,163 76.2 26.0
5.7
町村 89,578 76.5 26.0
5.5
5.7982,511 77.4
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。
6.5 / 9
6.5 / 9
6.5 / 9
6.5 / 9
6.4 / 9
6.4 / 9
その他の市
7.0 2.3
標準偏差
中核市 150,117
2.3
全国（公立）
2.2
7.0
72.2
7.0
2.2
町村 89,555 71.1 7.0 2.3
へき地 15,157 71.3
大都市 238,988 72.6
982,619
494,461 71.8 7.0 2.3
72.5 7.0
生徒数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
77% 82%【+5%】
72%
【-5%】
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
72% 78%【+6%】
67%
【-5%】
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（６）教育委員会の状況 
 
［国語Ａ］                  ［国語Ｂ］ 
 
   
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）       正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）学校の状況 
 
［国語Ａ］                  ［国語Ｂ］ 
    
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）         正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）      
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 
見ると，28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。  
○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると，
28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。 
24.7 / 32
教育委員会数 教育委員会の標準偏差
4.71,775
教育委員会の
平均正答数
77.1
教育委員会の
中央値
(％)
77.2
教育委員会の
平均正答率
(％)
24.8 / 32
学校数 学校の標準偏差
6.69,982
学校の
平均正答数
77.4
学校の
中央値
(％)
77.7
学校の
平均正答率
(％)
6.5 / 91,775 71.9 71.9 6.3
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
6.5 / 99,982 72.2 72.5 8.5
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
     
 
 
 
 
 
 
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
   
 
○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答
数について見ると，28 年度同様，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 
29.2 / 3210,104
平均正答数
91.3
中央値
30.0
平均正答率
(％)生徒数 標準偏差
3.0 8.1 / 910,105 90.1 8.0 1.2
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
7.4 / 931,263 81.9 8.0 1.8
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
6.5 / 9982,619 72.2 7.0 2.3
生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差
27.3 / 32
生徒数 標準偏差
4.231,245
平均正答数
85.3
中央値
28.0
平均正答率
(％)
24.8 / 32982,511
平均正答数
77.4
中央値
26.0
平均正答率
(％)生徒数 標準偏差
5.7
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方
調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，分
析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。
解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定す
る条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，児童生徒一
人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図
る際に活用することができます。
＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。
設問ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連
・ 関連する過去の調査問題 など
問題画像
調査問題を縮小して掲載しています。
趣旨
設問ごとの趣旨を示しています。
■学習指導要領における領域・内容
調査対象学年及び他の学年の児童生
徒への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指導
要領における領域・内容を示していま
す。
解答類型と反応率
解答類型ごとの反応率，正答の条件，
正答例を示しています。
（詳細は下欄参照）
出題の趣旨
調査問題ごとに出題の趣旨を示してい
ます。
解答類型と反応率
分析結果と課題
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調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月中旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」
※図はイメージです。
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを設問ごとに
記述しています。（詳細は下欄参照）
※ 複数の設問に関連するポイントに
ついては，「本問題全体の学習指導
に当たって」として記述しています。
分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者
等を示しています。
学習指導に当たって
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）中学校 国語Ａ
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国語Ａ１ ニュースを見る
出題の趣旨
・ 話し言葉と書き言葉との違いを理解すること
設問
趣旨
話し言葉と書き言葉との違いを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ
て理解すること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ １ １と解答しているもの 1.9
２ ２と解答しているもの 81.8 ◎
３ ３と解答しているもの 1.2
４ ４と解答しているもの 14.9
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.1
分析結果と課題
○ 正答率は81.8％であり，相当数の生徒ができている。
○ 解答類型４の反応率は14.9％である。これは，【画面】に示された字幕が【テレビから流
れている音声】に含まれていない内容を伝えていると誤って判断したものと考えられる。
学習指導に当たって
話し言葉と書き言葉の特色や役割を理解し，適切に使う
伝えたいことを言葉で相手に的確に伝えるためには，話し言葉と書き言葉の特色や役割を
理解し，状況に応じて適切に使うことができるように指導することが引き続き大切である。
例えば，同じ内容を口頭で伝える場合と文字で伝える場合とでは，表現の仕方や伝わり方が
どのように違うのかを比較する学習活動が考えられる。また，話す様子を撮影した動画に入
れる字幕を検討するなど，話し言葉と書き言葉が同時に存在する場面を設定し，それぞれの
特色や役割について考えるなどの学習活動も有効である。
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国語Ａ２ スピーチをする
出題の趣旨
・ 目的に応じて資料を効果的に活用して話すこと
・ 事実と考えとの関係に注意し，構成を工夫して話すこと
設問一
趣旨
目的に応じて資料を効果的に活用して話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。 《話すこと》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 一 １ （ア）と解答しているもの 2.8
２ （イ）と解答しているもの 3.8
３ （ウ）と解答しているもの 5.1
４ （エ）と解答しているもの 88.1 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.1
分析結果と課題
○ 正答率は88.1％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
聞き手の立場で資料の効果的な活用について検討する
スピーチやプレゼンテーションをする際には，目的や相手に応じて資料や機器などを効果的
に活用して話すように指導することが引き続き大切である。その際，資料や機器などを活用す
るのは，話の要点を明らかにし，聞き手に分かりやすくするためであることを確認することが
重要である。例えば，聞き手の立場から，分かりにくい説明や不足している情報などに着目し
てスピーチの構成や展開について意見を述べたり，活用している資料の内容や提示するタイミ
ングについて検討したりするなどの学習活動が考えられる。
指導に当たっては，平成27年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア
イディア例「テーマを決めて，プレゼンテーション対決をしよう」も参考になる。
（参照）
「平成27年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６
設問二
趣旨
事実と考えとの関係に注意し，構成を工夫して話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら
話すこと。 《話すこと》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 二 １ １と解答しているもの 80.0 ◎
２ ２と解答しているもの 6.7
３ ３と解答しているもの 8.4
４ ４と解答しているもの 4.6
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は80.0％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
事実と意見との関係を明らかにして話す
スピーチをする際には，事実と意見との関係に注意して話を構成するように指導することが
引き続き大切である。また，スピーチの後に，事実と意見がそれぞれ明確に伝わったかどうか
を振り返るように指導することも重要である。例えば，スピーチの様子を記録した動画を用い
て，話の構成や文末表現などの観点から，事実と意見が分かりやすく表現されていたかどうか
について聞き手の立場から検討するなどの学習活動が考えられる。
※出典等
【スピーチ】は，住友和子編集室・村松寿満子・吉村明彦編『和傘・パラソル・アンブレ
ラ』（平成28年２月 LIXIL出版），日本洋傘振興協議会ウェブページなどを参考にした。
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国語Ａ３ 物語を創作する
出題の趣旨
・ 書いた文章を読み返し，語句の使い方を工夫して書くこと
・ 書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直すこと
設問一
趣旨
書いた文章を読み返し，語句の使い方を工夫して書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
エ 書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みや
すく分かりやすい文章にすること。 《推敲》
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設問二
趣旨
書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
オ 書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述
べたり助言をしたりして，自分の考えを広げること。 《交流》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 二 １ ①と解答しているもの 3.9
２ ②と解答しているもの 4.2
３ ③と解答しているもの 84.7 ◎
４ ④と解答しているもの 7.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ３では，「情景描写の効果を捉える
ことができるかどうかをみる」問題（正答率 58.9％）に課題が見られた。
これを踏まえて，書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直す問題を出題した
ところ，正答率は84.7％であった。
今回の結果から，情景描写の効果を捉えながら文章を見直すことが身に付いてきていると
考えられる。
学習指導に当たって
意見や助言を基にして自分の表現を見直す
書いた文章を互いに読み合う際には，文章の構成や材料の活用の仕方など，観点を明確に
して交流し，意見を述べたり助言をしたりするように指導することが引き続き大切である。
また，他の人からの助言を基に自分の表現を見直す際には，なぜその助言に着目したのか，
その助言に基づいて文章を見直すことでどのような点を改善することができるのかなどにつ
いて考えるように指導することも重要である。例えば，詩歌を作ったり物語を書いたりする
過程で，書いた文章を互いに読み合い，書き手の目的や意図を踏まえながら助言をしたり，
その助言が適切であるかどうかについてグループで検討したりするなどの学習活動が考えられる。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 一 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 「がんばる」という単語を使わずに，それまでがんばってきた様子
が読み手により伝わるように適切に書いている。
② 「健一たちは」に適切に続くように，十五字以内で書いている。
（正答例）
・ （健一たちは）今日まで練習を積み重ねてきた（。） （14字）
・ （健一たちは）毎日必死に練習をしてきた（。） （12字）
・ （健一たちは）懸命に歌ってきた（。） （８字）
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 86.2 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.3
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 7.9
９ 上記以外の解答 2.3
０ 無解答 3.2
分析結果と課題
○ 正答率は86.2％であり，相当数の生徒ができている。
○ 解答類型３の反応率は7.9％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （健一たちは）がんばってきた（。） （７字）
・ （健一たちは）練習をしてきた（。） （７字）
このように解答した生徒は，「練習をがんばってきた」という表現について，それまでが
んばってきた様子が読み手により伝わるように適切に書き直すことができていない。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ａ２二 仲直りができてうれしい主人公の気持ちを 80.1％ P.17～P.19 P.26～P.28
印象深く伝えるために書き換える
学習指導に当たって
伝えたい事柄をふさわしい言葉で描写する
書いた文章を推敲する際には，伝えたい事柄等にふさわしい語句や文の使い方になってい
るかについて，読み手を意識しながら検討するように指導することが引き続き大切である。
また，第１学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（1）の「イ 言葉の特徴や
きまりに関する事項」(ｳ)との関連を図り，事象や行為などを表す多様な語句について理解を
深めるように指導することも重要である。例えば，本や文章を読んで，着目した語句や文を
ノートに書き留めておき，それらを生かしながら詩歌を作ったり物語を書いたりするなど，「読
むこと」の学習との関連を図った学習活動が考えられる。
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設問二
趣旨
書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
オ 書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述
べたり助言をしたりして，自分の考えを広げること。 《交流》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 二 １ ①と解答しているもの 3.9
２ ②と解答しているもの 4.2
３ ③と解答しているもの 84.7 ◎
４ ④と解答しているもの 7.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ３では，「情景描写の効果を捉える
ことができるかどうかをみる」問題（正答率 58.9％）に課題が見られた。
これを踏まえて，書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直す問題を出題した
ところ，正答率は84.7％であった。
今回の結果から，情景描写の効果を捉えながら文章を見直すことが身に付いてきていると
考えられる。
学習指導に当たって
意見や助言を基にして自分の表現を見直す
書いた文章を互いに読み合う際には，文章の構成や材料の活用の仕方など，観点を明確に
して交流し，意見を述べたり助言をしたりするように指導することが引き続き大切である。
また，他の人からの助言を基に自分の表現を見直す際には，なぜその助言に着目したのか，
その助言に基づいて文章を見直すことでどのような点を改善することができるのかなどにつ
いて考えるように指導することも重要である。例えば，詩歌を作ったり物語を書いたりする
過程で，書いた文章を互いに読み合い，書き手の目的や意図を踏まえながら助言をしたり，
その助言が適切であるかどうかについてグループで検討したりするなどの学習活動が考えられる。
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（参考）
※関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ａ３ 情景描写を正しく理解し，適切なものを選 58.9％ P.19～P.21 P.30～P.32
択する
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国語Ａ４ 説明的な文章を読む
-35-
出題の趣旨
・ 文章の要旨を捉えること
・ 文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつこと
設問一
趣旨
文章の要旨を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応
じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ 一 １ １と解答しているもの 7.9
２ ２と解答しているもの 3.0
３ ３と解答しているもの 7.5
４ ４と解答しているもの 81.4 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は81.4％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
説明的な文章を読み，要旨を捉える
説明的な文章を読み，要旨を捉える際には，提示されている話題と，その話題について説
明されている事柄を正確に理解した上で，必要な情報を選択し整理するように指導すること
が引き続き大切である。また，見出しが付けられている場合には，文章の中心的な部分や付
加的な部分を捉えるために，見出しに着目して読むように指導することも有効である。
設問二
趣旨
文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。
《自分の考えの形成》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ 二 １ １と解答しているもの 9.2
２ ２と解答しているもの 73.4 ◎
３ ３と解答しているもの 10.4
４ ４と解答しているもの 6.7
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
分析結果と課題
○ 正答率は73.4％である。
○ 解答類型１の反応率は9.2％である。これは，本文の構成が問題提起，具体例，まとめに
なっていることを捉えることができなかったものと考えられる。
○ 解答類型３の反応率は10.4％である。これは，文章全体を読んだ上で表現の特徴を捉える
ことができなかったものと考えられる。
学習指導に当たって
文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつ
説明的な文章を読む際には，書かれている内容を理解するだけでなく，文章の構成や論理
の展開，表現の特徴を分析的に捉え，その工夫や効果について自分の考えをもつように指導
することが大切である。例えば，同じテーマで書かれた複数の文章を取り上げ，構成や展開
について比較しながら読んだり，表現の特徴について他の人と考えを交流したりするなどの学
習活動が考えられる。
※出典等
池上嘉彦『ふしぎなことば ことばのふしぎ』（昭和62年５月 筑摩書房）による。
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国語Ａ５ 生徒会だよりを作成する
出題の趣旨
・ 文章の構成を工夫して分かりやすく書くこと
・ 目的や意図に応じて材料を集め，自分の考えをまとめること
設問一
趣旨
文章の構成を工夫して分かりやすく書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
イ 自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして，文章の構成を工夫すること。
《構成》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ 一 １ １と解答しているもの 6.9
２ ２と解答しているもの 8.0
３ ３と解答しているもの 80.1 ◎
４ ４と解答しているもの 4.7
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は80.1％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
伝えたい事柄や意見を明確にし，文章の構成を工夫して書く
伝えたい事柄や意見などを読み手に分かりやすく伝えるためには，伝えたい事柄や意見を
明確にし，どのような順序で示すことが効果的であるかを考えながら書くように指導するこ
とが引き続き大切である。例えば，本設問のような生徒会だよりや係からのお知らせなど，
生徒の日常生活の中にある例を取り上げ，それらの構成の工夫や効果について互いの考えを
述べ合うなどの学習活動が考えられる。その際，交流を通して学んだことを，その後の自分
の表現の参考にするように指導することが重要である。
設問二
趣旨
目的や意図に応じて材料を集め，自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。
《課題設定や取材》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ 二 １ １と解答しているもの 4.1
２ ２と解答しているもの 92.9 ◎
３ ３と解答しているもの 1.8
４ ４と解答しているもの 1.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は92.9％であり，相当数の生徒ができている。
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学習指導に当たって
集めた材料を整理し，自分の考えをまとめる
自ら課題を決めて文章を書く際には，集めた材料を整理し，自分の考えをまとめるように
指導することが引き続き大切である。その際，書く目的や意図に応じて集めた材料を取捨選
択したり，関連を考えて分類したり，時間的な推移や因果関係などに基づいて整理したりす
るように指導することが重要である。さらに，集めた材料を基にして文章を構成したり，伝
えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書いたりする際には，
根拠として示した内容が自分の考えや気持ちを支えるものになっているかどうかについて吟
味し，必要に応じて新たな材料を集めるように指導することも重要である。
-40-
国語Ａ６ 文学的な文章を読む（「夢十夜」）
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出題の趣旨
・ 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解すること
設問一
趣旨
場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
６ 一 １ １と解答しているもの 75.4 ◎
２ ２と解答しているもの 7.0
３ ３と解答しているもの 8.8
４ ４と解答しているもの 8.3
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ５では，「物語の登場人物の相互関
係を捉えることができるかどうかをみる」問題（正答率 65.5％）に課題が見られた。
これを踏まえて，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解する問題を出
題したところ，正答率は75.4％であった。
今回の結果から，登場人物の相互関係を捉え，作品の内容を理解することが身に付いてき
ていると考えられる。
学習指導に当たって
文章全体を読み，場面の展開や登場人物の役割等を理解する
文学的な文章を読む際には，目的に応じて，時間的，空間的な場面の展開，登場人物の心
情や行動，情景描写などに注意して読むように指導することが大切である。その際，文章全
体を読むことによって，作品における登場人物の役割や人物の相互関係などが明確になり，
内容の理解に役立つことがあることに気付くように指導することが重要である。例えば，各
場面での登場人物の言動が文章全体に表れたものの見方などにどのように関わっているかを
考え，それらの考えを交流して文章の理解を深めるなどの学習活動が考えられる。
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（参考）
※関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37
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設問二
趣旨
場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
６ 二 １ １と解答しているもの 23.1
２ ２と解答しているもの 8.9
３ ３と解答しているもの 6.8
４ ４と解答しているもの 60.8 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は60.8％であり，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解するこ
とに課題がある。
○ 解答類型１の反応率は23.1％である。これは，「仁王を蔵している」という表現の意味を，
仁王を隠していると捉えたり，「仁王は見当らなかった」や「三番目のにも仁王はいなかっ
た。」などの部分的な表現を基にして「仁王を見付けられなかった」と捉えたりしたものと
考えられる。
○ 設問一で正答した生徒のうち，設問二で解答類型４以外に反応した生徒は全体の22.5％
である。これは，登場人物の描写に注意して読むことはできているが，話の展開を踏まえ
て一つ一つの叙述の意味を捉えながら読むことができていないものと考えられる。
学習指導に当たって
場面の展開に着目して，内容を理解しながら読む
文学的な文章を読む際には，文脈に即して語句の意味を的確に捉えながら読むように指導
する必要がある。その際，その語句の一般的な意味を踏まえ，思考力や想像力を働かせて，
文脈の中における，具体的，個別的な意味を捉えるように指導することが大切である。また，
場面の展開に着目して文章全体を読み，目的に応じて一つ一つの語句や文の意味を捉えるこ
とができるように指導することも重要である。例えば，疑問に思った表現や場面などを取り
上げて，どのような解釈ができるのかをグループで検討するなどの学習活動が有効である。
その際，取り上げた表現や場面が，作品の展開や登場人物の設定とどのような関係があるの
かについて検討するように指導することが大切である。
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※出典等
夏目漱石「夢十夜」（『夢十夜・草枕』平成４年12月 集英社）による。
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国語Ａ７ 学校図書館で先生に相談する
出題の趣旨
・ 相手に分かりやすいように語句を選択して話すこと
・ 話すための材料を人との交流を通して集めること
設問一
趣旨
相手に分かりやすいように語句を選択して話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ウ 話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方，相手に分かりやすい語句の選択，相手や
場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。 《話すこと》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ 一 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 小説ではない本であることを書いている。
② 「もう一冊は」と「を取り上げたいと思っています。」に適切に続く
ように，十字以内で書いている。
（正答例）
・ （もう一冊は）小説以外の本（を取り上げたいと思っています。）
（６字）
・ （もう一冊は）小説ではないもの（を取り上げたいと思っています。）
（８字）
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 54.8 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.2
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 38.8
９ 上記以外の解答 1.3
０ 無解答 4.9
分析結果と課題
○ 正答率は54.8％であり，相手に分かりやすいように語句を選択して話すことに課題がある。
○ 解答類型３の反応率は38.8％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （もう一冊は）実際にあった出来事（を取り上げたいと思っています。） （９字）
・ （もう一冊は）サッカーの小説以外（を取り上げたいと思っています。） （９字）
・ （もう一冊は）スポーツ以外の本（を取り上げたいと思っています。） （８字）
このように解答した生徒は，求めているものが小説ではない本であることを言い表すこと
ができていない。
（例）
・ （もう一冊は）それとは違う本（を取り上げたいと思っています。） （７字）
このように解答した生徒は，求めているものが小説ではない本であることを明確に言い表
すことができていない。
-47-
学習指導に当たって
伝えたい内容を明確にして相手に分かりやすく伝わるように話す
インタビューなどを通して情報を集める際には，目的や内容を明確にした上で，相手に分
かりやすく伝わるように語句を選んで話すように指導する必要がある。その際，相手の反応
を踏まえて自分の話し方について検討するように指導することが大切である。例えば，インタ
ビューのリハーサルの場面で，引き出したい情報を引き出すことができたのか，相手に分かり
やすい語句を選んで話すことができたのかなどの観点から尋ね方を振り返り，実際のインタ
ビューに生かすなどの学習活動が有効である。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－１「『体験入部』の報告をしよう」も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.19～P.20
設問二
趣旨
話すための材料を人との交流を通して集めることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 日常生活の中から話題を決め，話したり話し合ったりするための材料を人との交流を
通して集め整理すること。 《話題設定や取材》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ 二 １ １と解答しているもの 80.8 ◎
２ ２と解答しているもの 8.4
３ ３と解答しているもの 5.1
４ ４と解答しているもの 5.2
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 正答率は80.8％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
目的を明確にし，人との交流を通して材料を集める
話したり話し合ったりするための材料を集める際には，目的に応じて，様々な資料を有する
学校図書館などの施設を利用するように指導することが引き続き大切である。また，人との交
流を通して材料を集める際には，目的を明確にした上でどのような材料が必要なのかを考え，
誰に何を尋ねるのかについて事前に検討するように指導することも重要である。
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国語Ａ８ 詩を読む（「祖母」）
出題の趣旨
・ 文章の表現の仕方について自分の考えをもつこと
・ 文章に表れているものの見方や考え方について，交流を通して自分の考えを広くす
ること
設問一
趣旨
文章の表現の仕方について自分の考えをもつことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめること。
《自分の考えの形成》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 一 １ １と解答しているもの 7.3
２ ２と解答しているもの 6.4
３ ３と解答しているもの 82.2 ◎
４ ４と解答しているもの 3.5
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.6
分析結果と課題
○ 正答率は82.2％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめる
文章の構成や展開，表現の仕方について，自分の考えをまとめる際には，自分の考えを支え
る根拠となる段落や部分などを挙げるように指導することが引き続き大切である。その際，そ
のような表現をした書き手の目的や意図を考えたり，その効果について考えたりすることが重
要である。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－14「『走れメロス』を読んで批評する」も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.45～P.46
設問二
趣旨
文章に表れているものの見方や考え方について，交流を通して自分の考えを広くするこ
とができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
オ 文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広くす
ること。 《自分の考えの形成》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 二 １ １と解答しているもの 13.6
２ ２と解答しているもの 5.7
３ ３と解答しているもの 7.0
４ ４と解答しているもの 72.9 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.8
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分析結果と課題
○ 平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ３二では，「詩の解釈における着眼
点の違いを捉えることができるかどうかをみる」問題（正答率 48.7％）に課題が見られた。
これを踏まえて，文章に表れているものの見方や考え方について，交流を通して自分の考
えを広くする問題を出題したところ，正答率は72.9％であった。
今回の結果から，詩の解釈における着眼点の違いを捉えることが身に付いてきていると考
えられる。
○ 解答類型１の反応率は13.6％である。これは，石川さんが「沢山な」，「くれるのだ」と
いう表現に着目していることや，木村さんが「桃の実のように合せた掌」という表現に着目
していることが捉えられなかったものと考えられる。
学習指導に当たって
書き手のものの見方や考え方を捉え，自分のものの見方や考え方を広くする
文学的な文章を読む際には，書き手のものの見方や考え方について共感したり疑問をもっ
たりすることなどを通して，新たなものの見方や考え方を発見したり，様々な視点から物事
について考えられるようになったりするなど，読み手としてのものの見方や考え方を更に広
げることができるように指導することが大切である。内容や表現の仕方についてペアやグルー
プで交流する学習の際には，同じ表現に着目しているが，その捉え方が異なる場合があるこ
とや，同じような感想をもっているが，その根拠として取り上げている表現が異なる場合が
あることなどに気付くように指導することも重要である。
指導に当たっては，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授業ア
イディア例「星新一の作品を読んで，感想交流会を開こう」も参考になる。
（参照）
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12
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（参考）
※関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ｂ３二 【詩２】に対する山田さんの解釈として適 48.7％ P.52～P.58 P.69～P.77
切なものを選択する
（略）（略）
※出典等
【詩】は，三好達治「祖母」（『少年少女のための日本名詩選集・12 三好達治』昭和61年
10月 あすなろ書房）による。
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※出典等
【詩】は，三好達治「祖母」（『少年少女のための日本名詩選集・12 三好達治』昭和61年
10月 あすなろ書房）による。
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国語Ａ９ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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出題の趣旨
・ 文脈に即して漢字を正しく書くこと
・ 文脈に即して漢字を正しく読むこと
・ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと
・ 助詞の働きについて理解すること
・ 事象や行為などを表す多様な語句について理解すること
・ 楷書と行書との違いを理解すること
・ 行書の特徴を理解すること
・ 古文と現代語訳とを対応させて内容を捉えること
・ 古典には様々な種類の作品があることを知ること
設問一
趣旨
文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ
(ｲ) 学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 一 １ 「規模」と解答しているもの 63.4 ◎
１ ２ 「規模」のうち「規」だけ正しく解答しているもの 6.2
３ 「規模」のうち「模」だけ正しく解答しているもの 7.6
９ 上記以外の解答 7.4
０ 無解答 15.4
一 １ 「延期」と解答しているもの 63.0 ◎
２ ２ 「延期」のうち「延」だけ正しく解答しているもの 2.6
３ 「延期」のうち「期」だけ正しく解答しているもの 15.1
９ 上記以外の解答 6.1
０ 無解答 13.1
一 １ 「営（む）」と解答しているもの 85.8 ◎
３ ９ 上記以外の解答 6.2
０ 無解答 8.0
分析結果と課題
○ １の正答率は63.4％であり，課題がある。
解答類型３の反応率は7.6％である。「規」については，「基」，「機」，「期」などという誤
答が見られた。無解答率は15.4％である。
○ ２の正答率は63.0％であり，課題がある。
解答類型３の反応率は15.1％である。「延」については，「廷」，「遠」，「遅」などという
誤答が見られた。無解答率は13.1％である。
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○ ３の正答率は85.8％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
日常的な漢字の学習（書く）
漢字を書くことの指導においては，字体，字形，音訓，意味や用法などの知識を得させ，
文脈に即して漢字を書くように注意しながら学習させる必要がある。また，「話すこと・聞く
こと」の学習や，他教科等の学習の中でも同音の漢字や形が似ている漢字などの間違えやす
い漢字について意識させるようにすることが大切である。漢字を書く力を養うためには，実
際に書く活動を通して，漢字を正しく用いる態度と習慣を養う必要がある。そのためには，
必要に応じて辞書を引くことを習慣付けることが有効である。さらに，書写の学習との関連
を図り，楷書で正しく整った文字を書くように指導することも大切である。
指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８一に係る授業ア
イディア例「定着しにくい漢字や間違いやすい漢字について，意識をもって読み書きできるよ
うにする。」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向け
て～【中学校版】」国語－10「これで納得！私たちが身に付けるべき常用漢字」，平成25年度全
国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ３三「漢字の特徴を捉えて，自分の考えを具体的に書
くことができるかどうかをみる。」も参考になる。
（参照）
「平成21年度【中学校】報告書」P.195
「４年間のまとめ【中学校編】」P.111
「言語活動事例集【中学校版】」P.37～P.38
設問二
趣旨
文脈に即して漢字を正しく読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ
(ｱ) 第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から
450字程度までの漢字を読むこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 二 １ 「かくご」と解答しているもの 98.7 ◎
１ ２ 「かくご」のうち「かく」だけ正しく解答しているもの 0.1
３ 「かくご」のうち「ご」だけ正しく解答しているもの 0.1
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 0.9
二 １ 「あざ（やか）」と解答しているもの 94.6 ◎
２ ９ 上記以外の解答 4.6
０ 無解答 0.8
二 １ 「た（れる）」と解答しているもの 94.4 ◎
３ ９ 上記以外の解答 4.5
０ 無解答 1.1
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分析結果と課題
○ １の正答率は98.7％であり，相当数の生徒ができている。
○ ２の正答率は94.6％であり，相当数の生徒ができている。
○ ３の正答率は94.4％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
日常的な漢字の学習（読む）
漢字を読むことの指導においては，漢字一字一字の音訓を理解し，語句として，話や文章
の中において文脈に即して意味や用法を理解しながら読むように指導することが引き続き大
切である。その際，教科書を読むことや読書を通して，漢字の読みの習熟と応用を図ること
が重要である。また，字形と音訓，意味と用法，語の成り立ち，熟語の構成などについて必
要に応じて指導し，例えば，漢字の構成要素である「へん」や「つくり」などに注目して，
読みや意味を類推することができるように指導することも大切である。
指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８一に係る授業ア
イディア例「定着しにくい漢字や間違いやすい漢字について，意識をもって読み書きできるよ
うにする。」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向け
て～【中学校版】」国語－10「これで納得！私たちが身に付けるべき常用漢字」，平成25年度全
国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ３三「漢字の特徴を捉えて，自分の考えを具体的に書
くことができるかどうかをみる。」も参考になる。
（参照）
「平成21年度【中学校】報告書」P.195
「４年間のまとめ【中学校編】」P.111
「言語活動事例集【中学校版】」P.37～P.38
設問三
趣旨
語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の
語彙について関心をもつこと。
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｴ) 単語の類別について理解し，指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語
句などに注意すること。
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ
て理解すること。
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｲ) 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句
などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 三 １ １と解答しているもの 8.0
ア ２ ２と解答しているもの 77.3 ◎
３ ３と解答しているもの 11.2
４ ４と解答しているもの 2.9
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.7
三 １ １と解答しているもの 16.9
イ ２ ２と解答しているもの 14.1
３ ３と解答しているもの 62.1 ◎
４ ４と解答しているもの 6.2
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.7
三 １ １と解答しているもの 11.2
ウ ２ ２と解答しているもの 1.2
３ ３と解答しているもの 1.0
４ ４と解答しているもの 85.9 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.6
三 １ １と解答しているもの 1.1
エ ２ ２と解答しているもの 95.6 ◎
３ ３と解答しているもの 1.1
４ ４と解答しているもの 1.6
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.5
三 １ １と解答しているもの 0.7
オ ２ ２と解答しているもの 1.2
３ ３と解答しているもの 94.3 ◎
４ ４と解答しているもの 3.1
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.6
分析結果と課題
○ アの正答率は77.3％である。
解答類型３の反応率は11.2％である。これは，「えりを正す」という慣用句になじみがな
く，意味が理解できていないものと考えられる。
○ イの正答率は62.1％であり，課題がある。
解答類型１の反応率は16.9％，解答類型２の反応率は14.1％である。これらは，「急がば
回れ」，「一事が万事」，「論より証拠」ということわざになじみがなく，意味が理解できて
いないものと考えられる。
○ ウの正答率は85.9％，エの正答率は95.6％，オの正答率は94.3％であり，相当数の生徒が
できている。
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○ イについては，平成26年度全国学力・学習状況調査と同一の問題とした。
（参考）
※同一の問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
適切な語句を選択する（よい結果を早く出
Ｈ26Ａ８三ア したいときは，急がば回れといわれるよう 60.0％ P.41～P.50 P.47～P.57
に，かえって慎重に議論を進めるべきだ）
学習指導に当たって
場面に即した語句・語彙指導の工夫
ことわざや慣用句の指導については，各教科等の学習や読書活動をする中で出合った言葉を
取り上げ，それぞれの意味を確認するとともに，具体的な使用例を考えるなどの学習活動が有
効である。その際，語源などを確かめたり，似た意味や反対の意味の言葉を整理したりするよ
うに指導することも効果的である。また，教師が意識的にことわざや慣用句などを用いて話し
たり，掲示物や配付物に取り入れたりするなど，言語環境を整えることも大切である。
指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業ア
イディア例「語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことができるようにする。」，平成24
年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ７三に係る授業アイディア例「語句の意味を理
解し，文脈の中で適切に使うことができるようにする。」，平成26年度全国学力・学習状況調
査【中学校】国語Ａ８三に係る授業アイディア例「言葉を集め，言葉カレンダーを作ろう」も
参考になる。
（参照）
「平成21年度【中学校】授業アイディア例」P.２
「平成21年度【中学校】報告書」P.200
「４年間のまとめ【中学校編】」P.110
「平成24年度【中学校】報告書」P.162
「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.８
設問四
趣旨
助詞の働きについて理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｴ) 単語の活用について理解し，助詞や助動詞などの働きに注意すること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 四 １ １と解答しているもの 91.8 ◎
２ ２と解答しているもの 2.6
３ ３と解答しているもの 2.1
４ ４と解答しているもの 2.7
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.7
分析結果と課題
○ 正答率は91.8％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
助詞や助動詞の働きを実際の文や文章を通して理解させる指導の工夫
助詞や助動詞の働きを踏まえ，場面に応じて適切に使い分けることができるように指導する
ことが引き続き大切である。その際，生徒が実際の文や文章を通して理解することができるよ
うに指導することも重要である。例えば，助詞や助動詞の働きに着目し，自分の考えを述べる
文章を書いたり推敲したりするなどの学習活動が考えられる。
設問五
趣旨
事象や行為などを表す多様な語句について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の
語彙について関心をもつこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 五 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 結論が出ていないという状況や，あとでもう一度話し合うという状
況を表す言葉を適切に書いている。
② 漢字三字以内で書いている。
（正答例）
・ 再検討 （３字）
・ 保留 （２字）
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 36.5 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.3
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 48.8
９ 上記以外の解答 1.6
０ 無解答 12.7
分析結果と課題
○ 正答率は36.5％であり，事象や行為などを表す多様な語句について，場面や状況に応じて
適切に使うことに課題がある。無解答率は12.7％である。
○ 解答類型１には，正答例に挙げたもののほか，「未決定」，「未決」などという解答が見ら
れた。
○ 解答類型３の反応率は48.8％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 再可決 （３字）
・ 考案中 （３字）
・ 可決 （２字）
・ 否決 （２字）
このように解答した生徒は，事象や行為などを表す多様な語句について，言葉として知っ
てはいても，場面や状況に応じて適切に使い分けることができていない。
学習指導に当たって
多様な語句・語彙指導の工夫
事象や行為などを表す多様な語句を，生活の中の様々な場面や状況に応じて，適切に使うこ
とができるようにする必要がある。例えば，本設問のように学校生活の中での話合いなど具体
的な場面を取り上げ，その場の状況に応じた適切な言葉について考えたり，調べたりするなど
の学習活動が有効である。その際，漢語などを用いて短い言葉で表す方がよいのか，文や文章
を用いて丁寧に表す方がよいのかなど，目的や場面を踏まえて考えさせることが大切である。
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設問六 １
趣旨
楷書と行書との違いを理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)
イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 六 １ １と解答しているもの 17.9
１ ２ ２と解答しているもの 21.5
３ ３と解答しているもの 9.7
４ ４と解答しているもの 50.0 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.0
分析結果と課題
○ 正答率は50.0％であり，楷書と行書との違いについての理解に課題がある。
○ 解答類型１の反応率は17.9％である。これは，楷書と行書はともに毛筆で書くことができ
る書体であることが理解できていないものと考えられる。
○ 解答類型２の反応率は21.5％である。これは，本設問で示した行書の「和」という文字が
筆脈を意識して書かれていることが理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
楷書と行書のそれぞれの特徴を踏まえた指導の工夫
書写の指導では，楷書と行書のそれぞれの特徴について理解することができるように指導す
る必要がある。その際，硬筆及び毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い，毛筆を使用する
書写の指導は硬筆による書写の能力の基礎を養うようにすることに留意する必要がある。また，
年間指導計画における書写の授業時数に応じて，毛筆を使用する書写の指導と硬筆を使用する
書写の指導との割合を各学校と生徒の実態に即して，適切に設定することも大切である。さら
に，実際に文字を書く中で「行書」や「筆脈」などの学習する際に用いる言葉について理解す
ることができるように指導することも重要である。
設問六 ２
趣旨
行書の特徴を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)
イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 六 １ １と解答しているもの 18.5
２ ２ ２と解答しているもの 10.9
３ ３と解答しているもの 63.9 ◎
４ ４と解答しているもの 5.5
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.1
分析結果と課題
○ 正答率は63.9％であり，行書の特徴についての理解に課題がある。
○ 解答類型１の反応率は18.5％である。これは，㋑の部分が「点画の連続」であることは理
解しているが，㋐の部分が「点画の省略」であることが理解できていないものと考えられる。
○ 解答類型２の反応率は10.9％である。これは，㋐の部分が「点画の省略」であることは理
解しているが，㋑の部分が「点画の連続」であることが理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
毛筆を使用した行書の指導の工夫
毛筆を使用した書写の学習では，行書における字形の整え方，運筆の際の筆圧のかけ方，点
画のつながりなどを身に付けさせる必要がある。また，生徒自身が伝統的な文字文化としての
行書の特徴に気付き，どのようにすればその特徴を生かした書き方ができるのかを考えるよう
な主体的な学習が行われるように配慮することも重要である。例えば，「点画の連続」や「点
画の省略」，「筆順の変化」などの行書の特徴に留意して文字を書き，どのような点に留意し
て書いたのか，他の人と相互に説明し合うなどの学習活動が有効である。
設問七 １
趣旨
古文と現代語訳とを対応させて内容を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 七 １ 「不思議と」と解答しているもの 77.7 ◎
１ ＊ 「不思議」と解答しているものも正答とする。
９ 上記以外の解答 18.5
０ 無解答 3.8
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分析結果と課題
○ 正答率は77.7％である。
○ 解答類型９の反応率は18.5％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ あやしゅう
このように解答した生徒は，現代語訳を書くことと，現代仮名遣いに直すこととを混同し
ている。
（例）
・ ただなんとなく
・ 不思議と気持ちが
このように解答した生徒は，【冒頭の部分】と【現代語訳】とを適切に対応させて内容を
捉えることができていない。
学習指導に当たって
現代語訳などを参考にしながら古典を読む
古典の学習の際には，古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなど
を想像することができるように指導することが大切である。例えば，現代語訳を読んで古典
の文章の内容を概括したり，古典の世界について解説した文章などを読んでその内容を捉え
たりした上で古典を読むなどの学習活動が考えられる。その際，言葉のまとまりや意味を意
識しながら古典を音読するように指導することが有効である。
設問七 ２
趣旨
古典には様々な種類の作品があることを知っているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典には様々な種類の作品があることを知ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
９ 七 １ １と解答しているもの 78.6 ◎
２ ２ ２と解答しているもの 2.5
３ ３と解答しているもの 7.6
４ ４と解答しているもの 10.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.3
分析結果と課題
○ 正答率は78.6％である。
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○ 解答類型４の反応率は10.0％である。これは，「随筆」や「和歌」などの古典の種類につ
いて理解できていないものと考えられる。また，「和歌」が五音と七音を基調とするもので
あることが理解できていないものとも考えられる。
学習指導に当たって
古典に親しむための指導の工夫
古典の学習の際には，古典には和歌，俳諧，物語，随筆，漢文，漢詩など様々な種類があ
ることを指導することが大切である。また，能，狂言，歌舞伎，古典落語などの古典芸能も
含まれることに留意する必要がある。これらと，小学校から親しんできた様々な古典とを結
び付けることで，古典の世界についての新たな興味・関心を喚起するように指導することも
重要である。例えば，作品名や作品の種類とともに，作品の内容について紹介し合うなどの
学習活動が考えられる。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（３）中学校 国語Ｂ
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国語Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮo.４」）
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出題の趣旨
・ 登場人物の言動の意味を考え，内容を理解すること
・ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容を理解すること
・ 表現の仕方について捉え，自分の考えを書くこと
設問一
趣旨
登場人物の言動の意味を考え，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内
容の理解に役立てること。 《文章の解釈》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 一 １ １と解答しているもの 5.0
２ ２と解答しているもの 6.6
３ ３と解答しているもの 84.5 ◎
４ ４と解答しているもの 3.8
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.1
分析結果と課題
○ 正答率は84.5％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
登場人物の言動の意味について交流し，内容を理解する
文学的な文章を読む際には，登場人物の言葉や行動が，話の展開や作品全体に表れたものの
見方などにどのように関わっているかを考え，文章の理解を深めるように指導することが引き
続き大切である。例えば，自分が着目した登場人物の言動を取り上げ，どのような人物として
描かれているのか，他の登場人物とどのような関係があるのかなどについて，互いの考えを交
流するなどの学習活動が考えられる。その際，自分の考えの根拠となる表現を文章全体の中か
ら探して示すように指導することが大切である。
設問二
趣旨
場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 二 １ 「父」と解答しているもの 84.5 ◎
＊ 「父の」，「父からの」と解答しているものも正答とする。
９ 上記以外の解答 10.4
０ 無解答 5.1
分析結果と課題
○ 正答率は84.5％であり，相当数の生徒ができている。
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○ 解答類型９の反応率は10.4％である。「七葉」，「麻子」などという誤答が見られた。これ
らは，「私」と「父」との関係，「私」と「七葉」との関係など，登場人物の相互関係を整
理しながら読むことができていないものと考えられる。
学習指導に当たって
場面の展開や登場人物の描写に着目して読む
場面の展開や登場人物などの描写に着目して文学的な文章を読む際には，それぞれの場面や
描写を個別に捉えるだけでなく，複数の場面や描写を関係付けて読むように指導することが引
き続き大切である。例えば，複数の登場人物の言動が示されている場面を読み，それぞれの言
動がどの登場人物のものなのかを考えながら文章全体を読むなどの学習活動が考えられる。そ
の際，それぞれの言動が他のどの場面や描写と関係があるのかなど，自分の考えの根拠を明ら
かにしながら他の人に説明したり，他の人の考えを聞いたりするように指導することが大切で
ある。
設問三
趣旨
表現の仕方について捉え，自分の考えを書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。
《記述》
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。
《自分の考えの形成》
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｵ) 比喩や反復などの表現の技法について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 〈心に残った一文〉に，【本の一部】から比喩を用いた表現が含まれ
る一文を抜き出して書いている。
② 〈感想〉に，①で取り上げた表現について，「誰（何）」の，「どのよ
うな」様子なのかを明確にして書いている。
③ 〈感想〉に，①で取り上げた表現について，感じたことや考えたこ
とを具体的に書いている。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 一 １ １と解答しているもの 5.0
２ ２と解答しているもの 6.6
３ ３と解答しているもの 84.5 ◎
４ ４と解答しているもの 3.8
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.1
分析結果と課題
○ 正答率は84.5％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
登場人物の言動の意味について交流し，内容を理解する
文学的な文章を読む際には，登場人物の言葉や行動が，話の展開や作品全体に表れたものの
見方などにどのように関わっているかを考え，文章の理解を深めるように指導することが引き
続き大切である。例えば，自分が着目した登場人物の言動を取り上げ，どのような人物として
描かれているのか，他の登場人物とどのような関係があるのかなどについて，互いの考えを交
流するなどの学習活動が考えられる。その際，自分の考えの根拠となる表現を文章全体の中か
ら探して示すように指導することが大切である。
設問二
趣旨
場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 二 １ 「父」と解答しているもの 84.5 ◎
＊ 「父の」，「父からの」と解答しているものも正答とする。
９ 上記以外の解答 10.4
０ 無解答 5.1
分析結果と課題
○ 正答率は84.5％であり，相当数の生徒ができている。
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（正答例）
・〈心に残った一文〉
中から，柳の葉の流れるような文様が息をのむほど美しい五寸皿が
出てきた。
〈感想〉
「柳の葉の流れるような文様」という表現は，五寸皿の文様が柔ら
かな曲線で描かれていることを表している。柳の葉のしなやかさをイ
メージすることができる。
・〈心に残った一文〉
興奮のあまり黒い目が濡れたように光って怖いくらいだった。
〈感想〉
七葉が自分の思い付きに興奮して目を輝かせている様子を表してい
て，七葉がお皿を水に濡らすことに夢中になっている姿が想像できます。
・〈心に残った一文〉
皿が笑っている。
〈感想〉
皿が雨に濡れてとても美しく見える様子。「皿が美しい」と比喩を用
いずに表現するよりも，皿の美しさが鮮明に伝わる。
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 42.3 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 3.2
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 8.9
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 8.4
９ 上記以外の解答 23.2
０ 無解答 13.9
分析結果と課題
○ 正答率は42.3％であり，表現の仕方について捉え，自分の考えを書くことに課題がある。
無解答率は13.9％である。
○ 条件①を満たす解答には，正答例に挙げたもののほか，「ぬるいお風呂に浸かっていると
ころに熱いお湯をどんどん足していくみたいに，父からの熱がじかに私の肌に伝わってく
る。」，「遠い昔に生まれ，人の手を伝ってここまでたどりつき，やっとめぐりあえた品物が，
ほんの一瞬，私に向かって心を開く。」，「閉じ込められていたはずのものが，蓋を開け，ゆ
るりと正体を現し，目の前で立ち上がる，そんな瞬間をたしかに感じるのだ。」，「雨に濡れ
ていく皿が，まるで生き物のようになまめかしく見えた。」，「美しく冷たい皿が，命をよみ
がえらせていくさまを，七葉の後ろから息を詰めたまま見つめていた。」などを取り上げた
ものが見られた。
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○ 解答類型３の反応率は8.9％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・〈心に残った一文〉
閉じ込められていたはずのものが，蓋を開け，ゆるりと正体を現し，目の前で立
ち上がる，そんな瞬間をたしかに感じるのだ。
〈感想〉
「目の前で立ち上がる」という比喩を用いた表現が面白いと感じました。他の表現
よりも印象に残りました。
・〈心に残った一文〉
美しく冷たい皿が，命をよみがえらせていくさまを，七葉の後ろから息を詰めた
まま見つめていた。
〈感想〉
「美しく冷たい皿が，命をよみがえらせていくさま」というのがどのような様子な
のか見てみたいと思った。
このように解答した生徒は，〈感想〉に，〈心に残った一文〉で取り上げた表現について，
「誰（何）」の，「どのような」様子なのかを明確にして書くことができていない。
○ 解答類型４の反応率は8.4％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・〈心に残った一文〉
どうして，いつから，七葉は来なくなったんだろう。
〈感想〉
七葉が店に来なくなったことを残念に思っている麻子の思いを表していて，麻子
の悩んでいる様子がよく分かった。
このように解答した生徒は，〈心に残った一文〉に，比喩を用いた表現が含まれる一文を
抜き出して書くことができていない。
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○ 解答類型９の反応率は23.2％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・〈心に残った一文〉
黙ったまま飽きずに眺めた。
〈感想〉
どのくらいの間，眺めていたのだろう。私だったら飽きてしまう。
このように解答した生徒は，〈心に残った一文〉に，比喩を用いた表現が含まれる一文を
抜き出して書くことができていない。また，〈感想〉に，「誰（何）」の「どのような」様子
なのかを明確にして書くことができていない。
（例）
・〈心に残った一文〉
閉じ込められていたはずのものが，蓋を開け，ゆるりと正体を現し，目の前で立
ち上がる，そんな瞬間をたしかに感じるのだ。
〈感想〉
この表現はすごいと思う。
このように解答した生徒は，〈心に残った一文〉に，比喩を用いた表現が含まれる一文を
抜き出して書くことはできているが，〈感想〉に，「誰（何）」の，「どのような」様子なの
かを明確にして書くことができていない。また，感じたことや考えたことを具体的に書くこ
とができていない。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ｂ２三
文章を読んで感じたことや考えたことを具
66.2％ P.58～P.63 P.66～P.70
体的に書く
落語の演じ方を選択し，なぜそのように演
Ｈ26Ｂ３三 じるのかを，本文を根拠に殿さまの気持ち 47.2％ P.65～P.71 P.73～P.79
を想像して書く
図鑑の説明を読むことで，よく分かるよう
Ｈ28Ｂ３三 になった物語の部分と，その部分について 58.4％ P.67～P.72 P.75～P.80
どのようなことが分かったのかを書く
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学習指導に当たって
本を読んで感じたことや考えたことを交流し，ものの見方や考え方を広げる
文学的な文章を読んで，感じたことや考えたことなどについて交流することは，自分のも
のの見方や考え方を広げたり，読書の楽しさを味わったりする上で重要である。例えば，印
象に残った場面や描写を取り上げ，なぜその場面や描写が印象に残ったのかを具体的に説明
する学習活動が有効である。その際，取り上げた場面や描写がどのような内容であるのかを
明確にしたり，感じたことや考えたことを具体的に説明したりすることができるように指導
する必要がある。さらに，比喩や反復などの表現の技法についての知識を生かすなど，これ
までの学習を踏まえた指導をすることも大切である。
また，新聞やインターネットの書評，本のポップなどを取り上げ，そこに書かれたものの
見方や考え方と自分のものの見方や考え方とを対比させて新しい考え方を知ったり，自分の
考えを再構築したりする学習活動も効果的である。
指導に当たっては，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ３二に係る授業ア
イディア例「教科書や本などから用例を探し，表現の技法カードを作る。」，平成25年度全国
学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授業アイディア例「星新一の作品を読んで，
感想交流会を開こう」，平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ３三に係る授業
アイディア例「落語の演じ方を考える」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判
断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－14「『走れメロス』を読んで批評する」，
国語－15「『小倉百人一首』の和歌を鑑賞して文章を書こう」も参考になる。
（参照）
「平成24年度【中学校】報告書」P.137
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12
「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.13～P.14
「言語活動事例集【中学校版】」P.45～P.46，P.47～P.48
※出典等
【本の一部】は，宮下奈都『スコーレＮo．４』（平成19年１月 光文社）による。
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国語Ｂ２ スピーチをする（けん玉）
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出題の趣旨
・ 目的に応じて資料を効果的に活用して話すこと
・ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞くこと
・ 相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように工夫
して話すこと
設問一
趣旨
目的に応じて資料を効果的に活用して話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。 《話すこと》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 一 １ １と解答しているもの 4.2
２ ２と解答しているもの 85.7 ◎
３ ３と解答しているもの 7.4
４ ４と解答しているもの 2.4
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は85.7％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
自分の考えを聞き手に分かりやすく伝えるための工夫について検討する
スピーチや話合いなどをする際には，自分の伝えたいことが聞き手に分かりやすく伝わる
ように工夫して話すように指導することが引き続き大切である。例えば，スピーチの際に工
夫した点やその効果について検討するなどの学習活動が考えられる。資料を提示したり実演
を行ったりした際には，なぜそのような資料を提示したり実演を行ったりしたのかについて
話し手の立場から説明するとともに，その効果や改善点について聞き手の立場から意見を述
べることが有効である。さらに，このような学習を通して身に付けた表現の仕方を各教科等
の学習に生かすように指導することも効果的である。
指導に当たっては，平成27年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア
イディア例「テーマを決めて，プレゼンテーション対決をしよう」も参考になる。
（参照）
「平成27年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６
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設問三
趣旨
相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように工夫して
話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら
話すこと。 《話すこと》
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，
描写を工夫したりして書くこと。 《記述》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 【本の一部】を参考にして，「どのようにひざを動かすのか」が分か
るように書いている。
② 【本の一部】を参考にして，「なぜひざを動かすとよいのか」が分か
るように書いている。
③ 「玉を受け止めるときは，」に続けて，四十字以上，八十字以内で書
いている。
（正答例）
・ （玉を受け止めるときは，）今私がやったように，玉の動きに合わせ
てひざを曲げるとよいです。なぜなら，皿と玉がぶつかるときの衝撃
をやわらげる効果があるからです。 （77字）
・ （玉を受け止めるときは，）皿との衝撃をやわらげるために，ひざを
曲げながら行うとよい。 （41字）
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 58.2 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 0.0
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 13.9
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 7.0
９ 上記以外の解答 15.2
０ 無解答 5.6
分析結果と課題
○ 正答率は58.2％であり，相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく
伝わるように工夫して話すことに課題がある。
設問二
趣旨
話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞き，自分の考えと比較すること。
《聞くこと》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 二 １ １と解答しているもの 74.6 ◎
２ ２と解答しているもの 12.8
３ ３と解答しているもの 8.5
４ ４と解答しているもの 3.8
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
分析結果と課題
○ 正答率は74.6％である。
○ 解答類型２の反応率は12.8％である。これは，〈実演〉三回目の直前のスピーチの内容が
「実演を見るときのポイント」であり，【意見１】が，〈実演〉二回目の直前にも同じよう
に「実演を見るときのポイント」を示すことによって聞き手の理解が促されることを伝えて
いることを理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
互いのスピーチをよりよくするために，質問や助言をする
スピーチをする際に，リハーサルを行って話の内容や話し方などについて検討することが
ある。その際，「互いのスピーチをよりよくするために聞く」という意識をもたせるとともに，
話の論理的な構成や展開はどうか，相手や場を意識して話しているかなど，事前に定めた観
点に沿って検討するように指導することが考えられる。また，事前に観点を定めずに聞く中
で，どのような点が良かったのか，どのような点に課題があるのかなどについて，これまで
学習してきたことを生かして検討し合うように指導することも考えられる。互いのスピーチ
について検討する際には，話の内容や話し方について評価するだけでなく，互いに質問し合っ
たり改善点について助言し合ったりするように指導することが大切である。
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設問三
趣旨
相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように工夫して
話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら
話すこと。 《話すこと》
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，
描写を工夫したりして書くこと。 《記述》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 【本の一部】を参考にして，「どのようにひざを動かすのか」が分か
るように書いている。
② 【本の一部】を参考にして，「なぜひざを動かすとよいのか」が分か
るように書いている。
③ 「玉を受け止めるときは，」に続けて，四十字以上，八十字以内で書
いている。
（正答例）
・ （玉を受け止めるときは，）今私がやったように，玉の動きに合わせ
てひざを曲げるとよいです。なぜなら，皿と玉がぶつかるときの衝撃
をやわらげる効果があるからです。 （77字）
・ （玉を受け止めるときは，）皿との衝撃をやわらげるために，ひざを
曲げながら行うとよい。 （41字）
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 58.2 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 0.0
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 13.9
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 7.0
９ 上記以外の解答 15.2
０ 無解答 5.6
分析結果と課題
○ 正答率は58.2％であり，相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく
伝わるように工夫して話すことに課題がある。
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○ 解答類型３の反応率は13.9％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （玉を受け止めるときは，）玉の動きに合わせてひざを曲げるとよいです。なぜな
ら，技を上手に決めることができるからです。 （57字）
・ （玉を受け止めるときは，）玉が大皿に乗るのと同時にひざを少し曲げます。なぜ
なら，玉の動きと同じようにひざを曲げることが大切だからです。 （66字）
このように解答した生徒は，「技を上手に決めるコツ」の一つである「ひざを動かす」こ
とについて，【本の一部】を参考にして，「なぜひざを動かすとよいのか」が分かるように
書くことができていない。
（例）
・ （玉を受け止めるときは，）ただひざを曲げればよいというわけではなく，玉の動
きに合わせてひざを曲げるのです。 （52字）
・ （玉を受け止めるときは，）玉が落ちてくる直前でひざをやわらかく使って，たま
ごを受け止める感覚でひざを曲げるとよいです。 （58字）
このように解答した生徒は，「なぜひざを動かすとよいのか」を書くことができていない。
○ 解答類型９の反応率は15.2％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （玉を受け止めるときは，）今私がやったようにひざを動かすとよいです。ただ動
かすわけではありません。玉の動きに合わせてひざを動かします。 （66字）
このように解答した生徒は，【本の一部】を参考にして，「どのようにひざを動かすのか」
と「なぜひざを動かすとよいのか」が分かるように書くことができていない。
学習指導に当たって
交流を通して振り返り，より分かりやすい内容や表現の仕方について考える
スピーチをする際には，自分の伝えたいことが聞き手に対して十分に伝わる内容や表現の仕
方になっているかを考えて話を構成し，場の状況や聞き手の様子に応じて話すように指導する
必要がある。例えば，実際にスピーチなどをする様子を機器を用いて録画・録音し，伝えたい
内容が正確に伝わっているか，聞き手に分かりやすい言葉になっているかなどについて振り返
り，話し手と聞き手の両方の立場から検討するなどの学習活動が有効である。その際，交流を
通して考えたより分かりやすい内容や表現の仕方を，次の学習活動に生かすように指導するこ
とが大切である。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－１「『体験入部』の報告をしよう」も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.19～P.20
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※出典等
【本の一部】や【スピーチ】は，日本けん玉協会『あそびとスポーツのひみつ101-12 けん
玉の技百選』（平成12年11月 ポプラ社），小川鑛一「けん玉による遊びのサイエンス」（『人
間工学 第40巻 特別号 日本人間工学会第45回大会講演集』平成16年６月 第45回大会事務
局 東京電機大学理工学部），公益社団法人日本けん玉協会ウェブページなどを参考にした。
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国語Ｂ３ 必要な情報を集める（「走れメロス」）
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出題の趣旨
・ 集めた材料を整理して文章を構成すること
・ 目的に応じて必要な情報を読み取ること
・ 必要な情報を集めるための見通しをもつこと
設問一
趣旨
集めた材料を整理して文章を構成することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
イ 集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成す
ること。 《構成》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 一 １ １と解答しているもの 3.1
２ ２と解答しているもの 13.4
３ ３と解答しているもの 7.4
４ ４と解答しているもの 75.8 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
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分析結果と課題
○ 正答率は75.8％である。
○ 解答類型２の反応率は13.4％である。これは，【下書き】の「私が選んだ『走れメロス』
の中の表現」の部分に作品の中の表現が書かれていることや，「『走れメロス』と『人質』」
の部分に「走れメロス」の基になったと言われている詩が取り上げられていることなどにつ
いて理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
材料のまとまりや書く順序を工夫して文章を構成する
新聞やパンフレット，発表のための資料などを編集する際には，紙面全体で何を伝えるの
かという目的を明確にした上で，情報をどのようなまとまりで示すのか，どのような順序で
配置するのかなど，構成を考えて書くことが大切である。例えば，同じ材料であっても，ま
とまりや書く順序の違いによって伝わり方がどのように違うのか，伝えたい事柄が適切に伝
わるような構成になっているのかなどについてグループで確かめ合い，助言し合うなどの学
習活動が考えられる。
設問二
趣旨
目的に応じて必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて必要な情
報を読み取ること。 《読書と情報活用》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 二 １ １と解答しているもの 11.1
２ ２と解答しているもの 5.4
３ ３と解答しているもの 79.1 ◎
４ ４と解答しているもの 3.9
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は79.1％である。
○ 解答類型１の反応率は11.1％である。これは，【資料１】に書かれている「尊敬していた
芥川龍之介」という情報を読み取ることができなかったものと考えられる。
学習指導に当たって
目的に応じて必要な資料を選び，適切に情報を読み取る
一つの資料からの情報だけでは不十分な場合には，複数の資料に当たって情報を得る必要が
ある。その際，資料の内容を吟味し，書かれた内容についての真偽や適否を見極めながら必要
な情報を取り出し，得た情報を適切に関連付けたり，再構成したりするように指導することが
大切である。また，各教科等の学習との関連を図りながら，グラフや年表など，様々な資料か
ら情報を読み取り，活用することができるように指導することも重要である。
設問三
趣旨
必要な情報を集めるための見通しをもつことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。
《課題設定や取材》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① アに，アンケートをとる対象を書いている。
② イに，アのうち，「『走れメロス』を読んだことがある」と答えた人
に対する質問内容を適切に書いている。
③ ウに，イの質問についての回答を基にした内容を載せることで作品に
興味をもってもらえると考えた理由を書いている。
（正答例）
・ア 様々な年齢層の大人
イ 「走れメロス」の中で印象に残っている場面を一つ挙げてください。
ウ 印象に残る場面が年齢層によって様々であることを示せば，それ
だけ多くの魅力的な要素が入っている作品であることを伝えること
ができるからです。
・ア 学校の先生たち
イ 共感できる登場人物は誰ですか。
ウ 学校の先生たちがどの登場人物に共感しているのかが分かれば，
その理由を考えながら読む楽しみが増えるからです。
・ア 学級の友達
イ メロスのことは好きか。
ウ メロスについて，友達と自分との感じ方の違いを確かめてみよう
とする人がいると思うから。
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 69.3 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 17.4
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.1
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 2.1
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一つの資料からの情報だけでは不十分な場合には，複数の資料に当たって情報を得る必要が
ある。その際，資料の内容を吟味し，書かれた内容についての真偽や適否を見極めながら必要
な情報を取り出し，得た情報を適切に関連付けたり，再構成したりするように指導することが
大切である。また，各教科等の学習との関連を図りながら，グラフや年表など，様々な資料か
ら情報を読み取り，活用することができるように指導することも重要である。
設問三
趣旨
必要な情報を集めるための見通しをもつことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。
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(％)
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次の条件を満たして解答している。
① アに，アンケートをとる対象を書いている。
② イに，アのうち，「『走れメロス』を読んだことがある」と答えた人
に対する質問内容を適切に書いている。
③ ウに，イの質問についての回答を基にした内容を載せることで作品に
興味をもってもらえると考えた理由を書いている。
（正答例）
・ア 様々な年齢層の大人
イ 「走れメロス」の中で印象に残っている場面を一つ挙げてください。
ウ 印象に残る場面が年齢層によって様々であることを示せば，それ
だけ多くの魅力的な要素が入っている作品であることを伝えること
ができるからです。
・ア 学校の先生たち
イ 共感できる登場人物は誰ですか。
ウ 学校の先生たちがどの登場人物に共感しているのかが分かれば，
その理由を考えながら読む楽しみが増えるからです。
・ア 学級の友達
イ メロスのことは好きか。
ウ メロスについて，友達と自分との感じ方の違いを確かめてみよう
とする人がいると思うから。
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 69.3 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 17.4
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９ 上記以外の解答 3.9
０ 無解答 7.2
分析結果と課題
○ 正答率は69.3％であり，必要な情報を集めるための見通しをもつことに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は17.4％である。この中には，ア，イは適切に書かれているが，ウは
空欄であるものが含まれている。それ以外の具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ ア 同じクラスの人
イ 「走れメロス」の中で印象に残った場面を教えてください。
ウ 印象に残った場面を載せることで，興味をもってもらえると思ったから。
・ ア 中学生と高校生
イ 「走れメロス」の感動するところはどこですか。
ウ 読みたくなるから。
このように解答した生徒は，作品に興味をもってもらえると考えた適切な理由を書くこと
ができていない。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
「かるた」について分かったことを基に，
Ｈ25Ｂ１三 さらに調べたいことと調べる方法を具体的 58.5％ P.50～P.56 P.60～P.65
に書く
宇宙エレベーターについて疑問に思ったこ
Ｈ28Ｂ２三 とと，それを調べるために必要な本の探し 49.8％ P.60～P.66 P.69～P.74
方を書く
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学習指導に当たって
情報の提示の仕方やその効果について考え，見通しをもって必要な情報を集める
自ら課題を決めて文章を書く際には，目的や意図を明確にし，必要な情報を集めながら自分
の考えをまとめるように指導する必要がある。その際，どの情報を提示すれば伝えたい事柄が
明確に伝わるのか，提示することでどのような効果が期待できるのかなど，見通しをもって情
報を集め，整理するように指導することが大切である。例えば，社会生活に関わることなどに
ついて，集めた情報を根拠にして自分の考えや意見を書くなどの学習活動が有効である。その
際，どのように情報を集めて，どのように提示すれば効果的なのかについてグループで検討し，
よりよい情報収集の方法について考えたり，具体的な提示の仕方について互いに助言し合った
りするように指導することが大切である。また，実際に文章を書く中で，集めた情報だけでは
不十分だと判断した際には，必要に応じて情報を再収集するように指導することも重要である。
指導に当たっては，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア
イディア例「『世界遺産』の資料に，新たな情報をプラスしよう」，平成28年度全国学力・学習
状況調査【中学校】Ｂ２三に係る授業アイディア例「興味をもったり疑問に思ったりしたこと
について調べよう」，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成
に向けて～【中学校版】」国語－９「子育てに関する情報を比べてみよう」も参考になる。
（参照）
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.９～P.10
「平成28年度【中学校】授業アイディア例」P.７～P.８
「言語活動事例集【中学校版】」P.35～P.36
※出典等
【資料１】は，東郷克美編『太宰治事典』（平成７年５月 學燈社），志村有弘・渡部芳紀
編『太宰治大事典』（平成17年１月 勉誠出版）などを参考にした。
【資料２】は，檀一雄『小説 太宰 治』（平成12年２月 岩波書店），志村有弘・渡部芳
紀編『太宰治大事典』（平成17年１月 勉誠出版）などを参考にした。
【下書き】にある「『走れメロス』の作者 太宰治」の写真は，五所川原市ウェブページに
よる。「私が選んだ『走れメロス』の中の表現」は，太宰治「走れメロス」（『太宰治全集４』
平成10年７月 筑摩書房），「『走れメロス』と『人質』」は，小栗孝則訳「人質 譚詩」（『新
編シラー詩抄』昭和12年７月 改造社）による。
９ 上記以外の解答 3.9
０ 無解答 7.2
分析結果と課題
○ 正答率は69.3％であり，必要な情報を集めるための見通しをもつことに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は17.4％である。この中には，ア，イは適切に書かれているが，ウは
空欄であるものが含まれている。それ以外の具体的な例としては，以下のようなものがある。
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ウ 印象に残った場面を載せることで，興味をもってもらえると思ったから。
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イ 「走れメロス」の感動するところはどこですか。
ウ 読みたくなるから。
このように解答した生徒は，作品に興味をもってもらえると考えた適切な理由を書くこと
ができていない。
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